
令和８年度 境町総合防災訓練の概要

１　訓練の目的

　　利根川氾濫等大規模水害における広域避難訓練を主とした総合防災訓練により「自らの

　命は自ら守る」意識の啓発及び災害対応能力の向上を図り、災害犠牲者「ゼロ」を目指す。

２　時　期

　　令和８年６月27日（土）　午前８時～１２時

　　

３　場　所

 (1)　災害対策本部会議　　　：　さかいＲ＆Ｄセンター（〒306-0414　境町内門600-1）

 (2)　広域避難訓練（避難先）：　広域避難所３箇所（各行政区ごと避難先を指定）

　　■　茨城県立総和工業高等学校　（〒306-0211　古河市葛生1004-1）

　　■　茨城県立八千代高等学校　　（〒300-3561　八千代町平塚4824-2）

　　■　旧茨城県立坂東総合高等学校（〒306-0501　坂東市逆井2833-115）

 (3)　展示・体験訓練会場　　：　境町文化村（〒306-0434　境町上小橋540 ）

４　主催者等

 (1)　主  催  者　：　境町長　　　

 (2)　実行委員会　：　委員長 副町長、副委員長 区長会会長　区長会役員及び役場部長等

 (3)　関係機関及び協力団体・企業等

 　　 国土交通省利根川上流河川事務所及び関東技術事務所、境町消防団、境警察署、坂東

　　消防署境分署、陸自第102施設直接支援大隊、自衛隊茨城地方協力本部、境町社会福祉

　　協議会、境町立境第１中学校、茨城県バス協会貸切委員会県西支部、境町防災士の会、

　　東京電力パワーグリッド、株式会社ＡＢＣ、株式会社ＡＣＳＬ、三井住友海上火災保険

　　株式会社等　　

５　訓練内容等

 (1)　訓練場面（想定）

　　　利根川氾濫の危機に伴う町外への広域避難（広域避難所３箇所同時避難）

 (2)　災害対策本部会議（対象：役場職員、関係機関、協力企業等）

　　　利根川上流河川事務所及び河川情報のドローン配信等オンラインで参加

 (3)　広域避難訓練

　　■　災害情報伝達訓練（４つの手段で避難情報を配信）

　　　①  防災行政無線　　②  緊急電話　　③  消防車避難広報　　④  防災アプリ　　　

 　 ■　広域避難

　　　　避難情報に基づき広域避難所３箇所への同時避難、要配慮者のバス輸送支援等

　　■  避難所の開設・運営訓練（防災アプリによる受付・集計検証）　　　 

 (4)　展示・体験訓練

　　■　避難訓練終了後境町文化村に集まり、関係機関、協力団体等による各種展示・体験

 　 ■　合同炊事所において昼食を準備（自宅で体験できるお米入り災害用炊飯袋を配布）　　　　　　　　　　　　　　　　　　
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令和８年度 境町総合防災訓練実施時程

《訓練想定》：　巨大台風の接近に伴い、利根川氾濫の危険性が高まったことから、町長は

　　　　　　　境町災害対策本部を設置し、対策本部会議を開催した。

　　　　

　　　　　 《境町災害対策本部会議》（対象：役場職員、関係機関）

０８：００　・災害対策本部会議開始

　　　　　　・気象・河川情報等を踏まえ、本部長（町長）は広域避難を決心し、町内全域に

　　　　　　　「避難情報の発令」を指示

　　　　　《広域避難訓練(情報伝達・避難、避難所の運営)》（対象：全住民）

０８：３０　　境町全域に警戒レベル３「高齢者等避難」を発令

　　　　　①　避難情報を受け、自主防災組織による避難情報伝達訓練を実施

　　　　　②　要配慮者及び自主避難者の避難開始（※）、要配慮者に対するバス避難支援

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

０９：１５　　境町全域に警戒レベル４「避難指示」を発令

　　　　　①　避難情報を受け、自主防災組織による避難情報伝達訓練を実施

　　　　　②　全住民が避難（※）

　　　　　　　　　　　　　　　　　※：１　各行政区で指定された町外広域避難所へ避難

　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　（旧坂東総合高校、総和工業高校、八千代高校）

　　　　　　　　　　　　  ２　到着後、受付検証(QRｺｰﾄﾞ、ﾏｲﾅﾝﾊﾞｰｶｰﾄﾞ、避難者名簿）

各避難所において受付まで実施した後、境町文化村へ移動します。

１０：３０頃　広域避難訓練終了式（文化村体育館）

　　　　　　　終了式は、町民が避難訓練を終了し、境町文化村への集合状況を踏まえ実施

　　　　　　　

　　　　　　《展示・体験訓練》（文化村体育館及び駐車場）（対象：避難訓練参加者）

１０：３０頃　①　降雨体験車　　　　　  ②　災害ＶＲ（バーチャル）体験

　（※）　　　③　自然災害体験車　　　　④　災害用トイレカー、キャンピングカー等展示

　　　　　　　⑤　ドローン展示・体験　  ⑥　自衛隊、警察等の災害対応パネル展示　　

　　　　　　　⑦　水消火器操作訓練　　  ⑧　災害ボランティアセンターの開設　

　　　　　　　⑨　煙体験　　　　　　　  ⑩　ミネラルイオントイレの展示・体験　

　　　　　　　⑪　陸自人命救助ｼｽﾃﾑ展示　⑫　段ボールベット・災害用テント組立訓練　　　　　　　　　

　　　　　　　⑬　消防はしご車体験　　  ⑭　3D都市モデル浸水シミュレーション展示　 　　

　　　　　　　⑮　救急救命訓練 　　　　 ⑯　境第１中学校防災活動パネル展示　

　　　　　　　⑰　TEPCO ＥＶ車展示　　　⑱　災害用ﾄﾚｰﾗ、ﾄﾘﾌﾟﾙﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車、パトカー展示

　　　　　　　⑲　親子防災・保険ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ等　　※：08:30から逐次に体験等が可能です。　　　　　　　　　　　　

１２：００　　訓練終了・解散　

　　　　　　　自衛隊、消防団等との合同炊事所においてお持ち帰り用の昼食を準備します。
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